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鬱陶しい梅雨の季節が近づいてきましたが、海上保安友の会の皆様におかれましては、
日頃から若松海上保安部を応援して頂き、誠にありがとうございます。

今号にありましては、本年５月までに実施した若松海上保安部の活動の一部を
ご紹介させて頂きますとともに、４月期の異動により転入してきた職員をご紹介します。

令和6年３月３日（日）、八幡図書館が地元小学生を対象に開催している
「仕事人★大集合」にゲストとして参加させて頂きました。このイベントは、色々な仕事を
している人を図書館に招き、子供たちが知らないとっておきのお話をするイベントで、
管理課職員２名が参加し、灯台を題材とした絵本の読み聞かせを行ったほか、
海上保安官のお仕事紹介や制服を着用してのお仕事体験などを行いました。
イベントに参加した子供たちからは、海上保安官の仕事や巡視船内での生活について
質問が飛び出すなど、印象に残るイベントとなりました。

地元小学生に対する業務紹介を実施！

絵本の読み聞かせ

お仕事体験 質問コーナー



令和６年６月10日（月） 海上保安友の会 情報誌 WAKAMATSU

若松海上保安部が管理する「白洲灯台」は、昨年9月１日に初点灯から150周年を迎え
様々なイベントで盛り上がる中、150周年を記念してプレートを作成しては？との意見も
あり、第七管区海上保安本部長に揮毫していただき、立派な記念プレートが完成、
令和6年３月15日（金）に、記念プレートを白洲灯台に設置しました。
記念プレートの設置に際しては、「岩松助左衛門翁顕彰会」会長にも立ち会っていただき、
歴史ある明治期灯台の適正管理について、思いを新たにしました。

令和6年４月２１日（日）、第25回岩松助左衛門翁顕彰祭が、北九州市小倉北区の
小倉城において、小倉北区長ほか多数の来賓ご臨席のもと、挙行されました。
若松海上保安部からは、橋本部長や佐田次長のほか交通課職員も参加しました。
本イベントにおいては、顕彰碑へ白洲の海水の献潮や地元小学校の児童による作文の
披露のあと、白洲灯台のうたで締めくくられました。

白洲灯台150周年記念プレートを設置！

岩松助左衛門翁顕彰祭に参加！

注） 「岩松助左衛門翁顕彰会」・・・幕末の動乱期に北九州市の沖合、響灘の難所だった白洲の
暗礁に灯台を建設することに命を懸けた「岩松助左衛門翁」の遺徳を顕彰するとともに、翁の
崇高な精神と不滅の偉業を広く後世に伝えていくことを目的として設立された団体。

プレート設置状況 記念プレート無事設置

注）岩松助左衛門翁顕彰祭・・・ 「岩松助左衛門翁」の功績をたたえるイベント。

部長による挨拶 地元小学生による作文披露
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海上保安協力員を新たに指名！

令和６年3月25日（金）、新たな「海上保安協力員」として、株式会社霧島海運商会
常務取締役 阿部 信弘様に対し、海上保安協会洞海支部副支部長より指名書の交付が
行われました。 この「海上保安協力員」とは、各地域に密着して、地域の方々への
海洋環境保全思想の周知・啓発活動を行うとともに、自治体・ＮＰＯ・企業等が実施する
海洋環境保全関連事業、あるいは地域ボランティア活動等に積極的に参加して頂くほか、
不審事象、海洋汚染を発見した場合には最寄りの海上保安部署に通報を行うなどして頂く
方々で、若松海上保安部管内では６名の方が委嘱されております。指名式が行われたのち、
活動概要や不審行為発見時における通報要領についてご説明を行いました。

指名書授与式の状況 活動概要の説明状況

小型船安全協会との合同パトロールを実施！

令和6年３月10日（日）、いつも若松海上保安部の業務にご協力を頂いております
「ひびき灘小型船安全協会」に所属する「海上安全指導員」の皆さまとともに、若松沖の
響灘で釣りなどを楽しまれているプレジャーボートの船長などに、事故防止の現場指導を
行いました。小型船の事故を防ぐため、
①港を出発する前に機関や燃料等の点検を実施（発航前検査）
②海上に漂泊や錨泊しているときも周囲の見張りをしっかり行う（常時見張りの徹底）
③万が一のためにライフジャケットは常に着用するなど

の具体的な事故防止策についての理解促進を行っています。

出動式の様子

現場での指導の様子
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春季大型連休安全推進活動を実施！

令和6年４月２７日（土）から５月６日（月）の期間は、ゴールデンウィークに合わせた
「春季大型連休安全推進期間」として、北九州市や遠賀郡沖合の海上のほか、管内に所在
する釣具店やマリーナ、岸壁や防波堤などの魚釣りスポットに伺い、ライフジャケットの着用や
気象・海象の事前把握などの注意事項をお知らせし、海難防止思想の普及啓発を図りました。

活動の様子

新年度初の見回り船での灯浮標を巡回！

若松海上保安部が管轄する海上には、46基の灯浮標や浮体式灯標が設置されて
いますが、これら灯浮標について、職員が定期的に巡回し、点検や整備を行っています。
この巡回に際しては、門司海上保安部に所属する灯台見回り船「しまひかり」の派遣を

受け、同船に職員が上乗りし、巡回を実施していますが、本年度は令和６年５月23日（木）
に、初めての巡回を実施しました。
この巡回は今後も定期的に行い、灯浮標などの適正な保守管理に努めていきます。

灯標へ乗り移り

灯浮標を点検中
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着 任 挨 拶

友の会員の皆様、4月16日に若松海上保安部長として
着任致しました橋本です。前職は東京の日本海難防止
協会に出向しており、日本財団支援の下で太平洋島
しょ国と言われるパラオ・ミクロネシア・マーシャルの
３か国への海上保安能力強化支援事業を担当しており
ました。今回、家族を神奈川県川崎市に残しての単身
赴任ですが、出身は熊本県荒尾市ですので、九州出身者
としてこの地で勤務させて頂くことに喜びを感じており
ます。地域の皆様の安全安心に寄与するとともに、皆様
から引き続きご愛顧いただけるような保安部を目指して
いきたいと考えておりますので、どうぞよろしくお願い
いたします。

友の会会員の皆様、はじめまして。４月１５日に若松海上
保安部次長に着任いたしました佐田と申します。祖父が
若戸大橋の建設に関わっていたことから、福岡市内の自宅
には若戸大橋の開通式の写真が飾られており、幼少期から
ずっとその写真を見て育ちましたので、いつか若松で勤務
してみたいと思っておりました。念願叶って若松保安部で
勤務することとなり、とても嬉しく思っております。迎えた
初出勤日、抜けるような青空の下、若戸大橋の赤とヒトツ
バタゴの白のコントラストがとても美しかったことが忘れら
れません。これから若松のことをよく知り、若松を愛し、若松
の皆様の期待に応えられるようしっかり、頑張ってまいり
たいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。

友の会員の皆様、４月１５日に次長として着任しました
大原と申します。出身は福岡県糸島市で、若松での勤務は
３年ぶり２度目の勤務となります。
前回在任中は、休日にウォーキングがてら高塔山に
のぼり、洞海湾や響灘の眺望のほか、桜・ツツジ・
あじさいなどの四季の花々を楽しんでました。
皆様のご期待に応えられますよう頑張って参りますので、
よろしくお願いいたします。

若松海上保安部長
橋本 崇史

若松海上保安部次長
佐田 新

若松海上保安部次長
大原 謙一



4月15日付で若松海上保安部交通課長を拝命しまし
た川原と申します。前任地は十一管区海上保安本部（沖
縄県）で、若松での勤務は初めてとなります。出身地は福
岡県宗像市で、地元福岡での勤務となり、イベント等で皆
様とお会いできることを楽しみしております。若松の印象
は、若戸渡船が生活の一部となっており、響灘の沖に岩松
助左衛門翁の崇高な志から建設が始まった歴史的価値
の高い白洲灯台が見え、海を身近に感じられる良い街だ
なあと期待に胸膨らませています。この若松周辺の海の安
全に寄与できるように頑張っていきますので、どうぞよろし
くお願いします。

京都府舞鶴市の第八管区海上保安本部から異動して
きました大屋と申します。
出身は福岡県ですが、七管区は、初めての勤務となります。
若松は、古くから日本の近代化をリードしてきた工場群を
有し、船舶交通が重要な役割を担っているため、船舶交通
の安全を第一に取り組みたいと考えております。
どうぞよろしくお願いいたします。

友の会の皆様、初めまして。4月15日付で若松港内
交通管制室長として着任しました中山と申します。出身は
熊本県熊本市で、家族は千葉において単身赴任生活です。
2021年に20数年ぶりに七管勤務となりましたが、若松
保安部での勤務は初めてです。若松港内交通管制室では、
若松航路及び奥洞海航路の出入港船舶に対して航路管制
を行っており、安全に航行していただくために24時間
365日交替制勤務で業務にあたっています。新型コロナ
感染症が5類に移行したことにより、イベント等の開催が
コロナ前と同レベルとなり一般公開等の機会にお会い
することがあるかもしれません。皆様、どうぞよろしく
お願いいたします。
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交通課長
川原 幸一郎

航行安全課長
大屋 裕貴

港内交通管制室長
中山 茂
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※若松海上保安部ホームページは、随時、更新しています。
今後も、ホームページを通して若松の海に関する様々な情報を発信します。

若松海上保安部HP

編集 後記
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新年度最初の海上保安友の会情報誌「若松海保だより」を発刊となりましたが、今回は

各種行事のご紹介のほか、新任者の自己紹介を掲載させて頂きました。

若松海上保安部も、今回の春の異動で約3分の１の職員の交代がありましたが、

各職員とも徐々に若松での仕事に馴染んできたところです。

今号には、「2024年度海上保安官募集」のほか、各種リーフレットを掲載させて頂いて

おります。

1点目は、来るべく夏季マリンレジャーシーズンを控え、海水浴における注意事項に

関するものとなってます。事故なく海水浴を楽しんで頂くため、本リーフレットに目を

通して頂き、海浜事故の未然防止に役立てていただければと考えてます。

2点目は、５月30日から６月３０日までの1か月間、「海洋環境保全推進月間」とし、

「未来に残そう青い海」をスローガンに、家庭ごみをはじめとした廃棄物の不法投棄防止

を呼びかけているものです。海のごみのほとんどは、街に捨てられたごみが海にたどり

着いたもの言われています。青い海を守るため、ごみのポイ捨ては絶対にやめましょう。

3点目は、第25回「未来に残そう青い海・海上保安庁図画コンクール」開催のお知らせ

です。テーマは「未来に残そう青い海」です。きれいな海で楽しむ人々の様子、きれいな

海で働いている人の様子、きれいな海を走る船の様子等「未来に残そう青い海」を

イメージしたイラストを小中学生の皆様から募集します。

若松海上保安部は、引き続き、地域と皆さんとの連携に取り組み、貢献して参ります。

若松海上保安部次長_大原 謙一


